


問 題

次の文章は， 小熊英二『日本社会のしくみ』（講談社現代新書， 2 0 1 9年）から抜粋し

た文章である。 これを読んで， 以下の問いに解答しなさい。（〔問1〕〔問2〕〔問3〕〔問4〕

の配点割合は， 1:1:1:1) 
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〔問1〕

下線部①「執筆者たちにとって意外だった」のは何故と思われるか。 文中の言葉を使って

3 5 0字以上500字以内で解答しなさい。

〔問2〕

下線部② 「残余型」とは， どのような人々のことを指すか。 文中の言葉を使って35 0字

以上50 0字以内で解答しなさい。

〔問3〕

下線部③ 「それは過去の制度が，社会の変化にあわなくなっていることを意味している」

とは， 例えばどのようなことか。 35 0字以上50 0字以内で解答しなさい。

〔問4〕

この文章に表れている， 「 日本社会のしくみ」において， あなたが法曹の立場ならどのよ

うな役割を果たせる（果たすべきである）と考えるか。 文章の趣旨を踏まえつつ， 35 0字

以上500字以内で解答しなさい。
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【出題趣旨】

　〔問１〕は，長文読解力及び表現力を問う問題である。「正社員になり定年まで勤めあ

げる」という生き方が日本で「典型的な人生」ではなかったというのであり，その根拠を

文中から読み取り要領よくまとめなければならない。

　〔問２〕も，長文読解力及び表現力を問う問題である。「残余型」の説明は最終の大段

落に集約されているが，文章全体を的確に理解した上で，「大企業型」や「地元型」との

対比で説明する必要がある。

　〔問３〕は，問題を整理し分析する能力，論理的に思考する能力及びそれらを文章で的

確に表現する能力を評価するものである。「制度」の典型例として年金を中心にした社会

保障制度が文中で紹介されており，これを題材とするのが一例となる。

　〔問４〕は，「残余型」が増加し変容を余儀なくされている現代日本社会に関し，法曹

を目指す立場の視点から，問題を抽出・分析し，具体的な対処方法を思考し，的確に表現

する能力を評価するものである。




